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無会派（みんなの党）　　いとう　太郎

日常の不平・不満より
小さな幸せを大切に

Ｑ．最近マスコミでは、子どもや女性のいじめ
や虐待についての報道が連日後を断ちません。
そこで今回は新たな手法で質問いたします。
①保育園の数や量そして待機児童の問題
②延長保育などの質の向上
③親子・子ども支援などのいじめ等の課題
国分寺市の保育行政の中で上記の項目の内、何
が最重要課題と認識しているのか？そしてその
理由をご答弁いただきます。
Ａ．子ども福祉部長）どれも重要な課題ですが、
児童虐待を未然に防ぐことだと思います。特に
子どもの安全という考え方だと思います。妊娠
期から保護者へのサポートが大切です。
Ｑ．健診・ワクチン・保健室や学校医、今回の
課題は市の様々な部署が係る重要な課題なので
全庁をあげて子どもを守って欲しいと思います。
Ｑ．市内の都市計画道路の整備率は隣接してい
る5市の中で最低です。今後の対応は？
副市長）今議員から質問がありましたとおり、
多摩地区の整備率は平均で58％で国分寺市は
20％です。さらなる努力をしたいと存じます。
Ｑ．道路網は他市と繋がっているから都市計画
道路であり、どことは指摘いたしませんが、国
分寺との市境は急に狭くなり、危険な場所は多
数あります。また3・2・8号線を縦とすると
横（東西）の道路が整備されなければ、生活道
路に抜け道と称して入り込んでくるかもしれま
せん。このような現状について考えを伺いたい。
副市長）市の中で優先順位を整理した上で、東
京都と十分意見交換をして方向づけをしたい。

公明党　　さの　久美子

福祉避難所設置は重要
市の早期対応を望む

1．認知症対策について
認知症サポーター養成講座の市内事業者への実
施状況は。市）信用金庫職員に実施した。今後
も市内事業者に拡げていきたい。さの）早期発
見、早期対応のためにHPでの効果的な情報提

供を望む。市）医師会と連携強化し、進めたい。
2．自転車対策について
3年前に質問した「内藤橋街道の歩道の安全対
策」進捗状況は。市）電信柱移設など、協議中。
市長）一歩一歩改善を図ってまいりたい。
3．安全・安心のまちづくりについて
⑴防災会議女性委員の人選対象は。市長）条例
改正案を今議会に提案した。女性中心に構成さ
れている団体や防災関連団体から委嘱したい。
⑵災害時要援護者の方々には専門性の高い福祉
避難所が必要と今まで訴えてきた。市として進
める考えはあるか。市）福祉避難所は急務と認
識。乳幼児施設として、市立保育園を二次避難
所として位置付け、0−2歳乳幼児と家族を受
け入れる。障がい者や高齢者も市内福祉施設に
緊急受け入れを要請し、協議中。協議中の私立
保育園とともに、協定提携して福祉避難所とし
ての位置づけを目指す。要援護者の移動手段の
確保としてNPO法人国分寺ハンディキャブ運
営委員会と協定締結調整し、9月中に締結予定。
⑶災害時の情報を広く周知するために、携帯電
話の緊急エリアメール導入を求める。市）9月
末に緊急速報メール配信サービス運用開始予定。
⑷給水スタンドパイプを全地区防災センターに
装備を。市）設置できる方向で考えていきたい。

自民党新政クラブ　　須﨑　宏

市長の政治姿勢について
次期の考え方は

問）市長の政治姿勢について次期の考え方は
市長）御意見は真剣に受けとめ私には私の秘め
た思いがあり私の判断で表明したいと思います。
問）国分寺消防署本署用地について進捗状況は
部長）東京都及び東京消防庁と調整協議を行っ
ており、武蔵国分寺公園横の都有地に絞って進
めている。今、市が購入方法、時期を含めて東
京都財務局、消防庁、国分寺消防署と調整を行っ
ている状況。
問）史跡公園整備・農地の追加指定について
部長）保存計画第2次の中の史跡指定拡大範囲
という中において、基本的には指定をし、追加
指定をしていく考えです。
問）七重の塔周辺の石造りの建造物について
部長）石造りの七重の塔をつくる計画をしたが、
史跡指定区域内にあり今後公有化をめざす。
問）旧本多邸に移設した七重の塔保存について
部長）園になじんできていると思うので、塗り
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一般会計補正予算（第2号）を
賛成多数で可決

　本案は、歳入歳出予算の総額に6億6,403万
5千円を追加して総額を396億3,934万2千円と
し、小学校給食調理業務委託事業等の債務負担
行為の追加等を行うというもので、主な内容は、
歳入において、財政調整基金繰入金1億6,400
万円、前年度繰越金3億90万円を増額し、歳出
において、国庫支出金等返還金1億3,187万円、
焼却場施設修繕経費4,664万円、基金積立金3
億5,175万円を増額し、国分寺駅北口再開発事
業特別会計繰出金を600万円減額するものです。
　本案は、8名で構成する補正予算審査特別委
員会（甲斐よしと委員長、新海栄一副委員長）

を設置し、9月21日に審査を行いました。
　委員会での主な質疑としては、委員より、小
学校給食調理業務の委託化に関し、計画策定過
程でパブリック・コメント等の市民の意見を聴
取する機会を設定しなかったのは自治基本条例
に反する、との指摘に対し、教育長より、教育
委員会では、パブリック・コメントは実施しな
いが、市民全体説明会・実施校説明会における
意見を事業の実施に活かし、スケジュールに
沿って事業を進めていくことを決定した、との
答弁がありました。また委員より、現場での指
揮命令の有無や労務実態によっては「偽装請負」
となる、との指摘に対し、担当より、委託化に
当たっては法に抵触せぬよう十分留意するとと
もに給食の質の維持に努める、との答弁があり

ました。さらに委員より、学校給食調理職員の
調理業務の就労日数が少ない実態があることや
調理残渣量が大量に発生している実態もあり、
無駄のない効率的な調理が行われているか疑問
を抱く。よって委託化を推進すべき、との意見
がありました。
　その他、委員より、新たに導入される内部事
務系システムの効率的な調達について、避難所
指定を想定した児童福祉施設への備蓄品の配備
について、照明灯・街路灯の料金値上後の電気
代について、ワクチン変更後のポリオ予防接種
について等々の質疑がありました。
　委員会では、以上の審査を経て採決を行った
結果、賛成多数で可決すべきものと決し、その
後の本会議においても賛成多数で可決しました。

かえの方法、財政状況含め実現に向け検討する。
問）野川整備の進捗状況と今後の課題について
市長）都の建設局長に直接陳情という形で早急
な整備が必要であるということを要望した。
副市長）治水安全上も今ゲリラ豪雨が多いこと
と親水的要素も含めて必要性は高いということ
を訴え、早急に事業化に向けて調整をしていく。
問）市内観光について馬車運行の問題は
副市長）馬の居場所、運営主体、経費3つが課
題と思い御指摘があり検討させていただきます。
問）ぶんバスけやき万葉ルートの進捗状況は
部長）検討を進めており、もうすこし時間を。

公明党　　なおの　克

無駄を省き、最大限の
市民サービス向上を！

●情報システムについて
問）教育委員会や各学校独自で調達し、全体の
資産管理ができていないのは問題ではないか？
教育次長）調達が複数契約に分かれ、重複投資
等、課題がある。整理して一本化を進めていく。
●コンビニにおける証明書等の交付について
問）各種税、証明書等を全国提携コンビニから
祝祭日でも入手可能。手数料も安く市民サービ
ス向上に繋がる。早々に検討、実施を求めたい。
市民生活部長）利用率拡大で確実な経費の削減、
窓口のスリム化、市民サービスの向上の大きな
成果を生む。平成27年目途に検証に入っていく。
●図書館について
問）24時間365日どこでも沢山の利用者が閲覧
できるWeb図書館サービスを開始すべきでは？
教育次長）できるところから取り組んでいく。
問）図書館のリサイクル本を利用して、バス文
庫コーナーを設置したら、いかがか？
教育次長）多くの方にリサイクル本に触れる機
会をつくるのは非常に良い。研究させて頂く。
●電子書籍版「広報誌」について
問）市報や「暮らしのガイド」等、市の広報誌
を広く利用して頂く為に、電子書籍化しては？
政策部長）モバイル化はさらに進む。まずは「暮
らしのガイド」から試行的に取り組む。
●通学路の安全対策について
問）子ども達に現地で教え、主体的にリスク回
避できるような交通安全教育の取組みを求める。
教育長）実践的、体験的な機会をつくり、自ら
が安全な行動とれる指導に力を入れて参りたい。


